
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

19,666

こども健康部　健康づくり推進課

48 33 15 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）

市民一人ひとりのライフステージにおける主体的な健康づくりへの取組みを支援し、健康づくりを推進するための環境づくりを進め、健康寿命の延伸を図ります。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

①子ども家庭総合支援拠点の設置　　徳山保健センター内に子ども家庭総合支援拠点を設置し、母子保健と児童福祉のさらなる連携強化により、子どもや子育て家庭に対
する相談・支援体制の強化と児童虐待等の早期発見・早期支援を図ります。

②周南市民の健康を支える歯と口腔に関する条例の推進　　歯科医療関係者、保健医療等関係者及び事業者と連携し、歯と口腔の健康づくりに関する事業を実施します。

③周南市健康づくり計画の策定　　周南市健康づくり計画、第2次周南市食育推進計画及び自殺対策計画を統合した第3次周南市健康づくり計画を策定し、市民の健康づく
りの推進を強化します。

④母子保健指導の充実　　妊娠、出産、育児期における相談支援や訪問指導、関係機関との連携強化により、切れ目のない支援体制づくりを推進します。

⑤風しん対策の推進　　国の「風しんの追加的対策」として市が行う「風しん抗体検査及び定期接種」並びに市の単独事業として行う「風しん等予防接種費助成事業」を推進
し、風しんの排除及び先天性風しん症候群の発生防止を図ります。

【働き方改革による業務改善等の取組み】

週１回のノー残業デーの実施を心がける。

（企画調整担当）各事業の契約及び予算執行管理、保健センターの管理運営を行うこと等です。
（母子保健担当）母子保健事業を実施し、市民主体の健康づくりを推進すること等です。
（成人保健担当）成人保健事業を実施し、市民主体の健康づくりを推進すること等です。
（食育推進担当）周南市食育推進計画に基づき、食育を市民運動として推進すること等です。
（子育て世代包括支援センター担当）ワンストップ相談窓口「子育て世代包括支援センター」を設置し、一人ひとりに応じたきめ細かな支援を行うこと等です。

7,368

839,247

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 20

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 243,144

歳入予算額 61,063 歳出予算額



こども健康部　健康づくり推進課

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

５　福祉・健康・医療
４　健康づくりの推進
（１）　健康寿命を延ばす健康づくり事業の推進

市民が自発的かつ積極的に健康の維持増進に取り組むことを目的に、「いつでも、どこでも、だ
れでも」気軽に取り組める「しゅうなんスマートライフチャレンジ」を実施し、地域全体に健康づくり
の輪を広げていきます。（健康教育受講者数：15,000人、健康寿命：男性78.8歳、女性83.2歳）

５　福祉・健康・医療
４　健康づくりの推進
（３）　食育の推進

第2次周南市食育推進計画に基づき、食育に関する普及啓発やライフスタイルに応じた食育を市
民運動として推進します。（出前ﾄｰｸの実施回数累積：240回）

５　福祉・健康・医療
４　健康づくりの推進
（４）　特定健康診査・がん検診の受診率向上

がん検診の周知とともに、受診しやすい体制整備を図ります。4

5
４　安心安全
２　消防・救急体制の充実強化
（２）　救急救助体制の充実

心筋梗塞などで血液を送り出せない心室細動になったとき、「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）」を使
用して、救命活動を市民が行えるようにします。（AEDの適切な維持管理）

目標

５　福祉・健康・医療
４　健康づくりの推進
（２）　母子保健指導等の充実

妊娠・出産・育児期における訪問指導などの母子保健事業の充実に取り組むとともに、関係機関
との連携体制の強化により、子育て世代の親を孤立させないよう子育てに寄り添う支援の充実・
切れ目のない支援体制づくりを推進します。
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3

実現したい成果　（最終目標）推進施策
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